
２０１６． ４．１４ 

第３２５号 

兵庫県立神崎高等学校 

           
夢を発見し実現できる学校 

  
ディスカバリー      ハイ  スクール     カンザキ     

   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ち ょ っ と一 言 ◇始業式の校歌にしびれた。新２年・新３年生の歌声が体育館に響き渡り、兵庫

県下の高校数あれど、どこの学校にも負けぬ天下一品の歌声であると感じた。「大きな声で校

歌の歌える学校づくり」とは、どの校長も目標の一つに掲げたい項目である。しかし、ここま

で実践され、その花が見事に咲き誇っている学校は少ない。この歌声をいつまでも大事にした

い。（Ｈ．Ｈ．） 

 

 

 

 

 

 

次
に
、
本
校
に
新
た
に
着

任
さ
れ
た
先
生
方
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。 

原
田
尚
昭
校
長
先
生
（
佐

用
高
校
）
、
山
本
剛
事
務
長

（
西
脇
北
高
校
）
、
渡
邉
康
司

先
生
（
姫
路
商
業
高
校
）
、
山

本
識
人
先
生
（
姫
路
別
所
高

校
）
、
竹
内
志
帆
先
生
（
初

任
）
、
笹
倉
麻
里
奈
先
生
（
初

任
）
、
木
村
千
晶
先
生
（
姫
路

飾
西
高
校
）
、
山
名
崇
博
先
生

（
新
卒
）
、
事
務
に
東
成
一
さ

ん
（
人
と
自
然
の
博
物
館
）
、

児
島
美
和
さ
ん
（
生
野
高

校
）
、
以
上
10
名
の
先
生
方
で

す
。 職

員
も
新
し
い
顔
ぶ
れ
と

な
り
、
今
年
も
更
な
る
発
展

と
飛
躍
を
め
ざ
し
て
、
様
々

な
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
本
校
の
教
育
活
動
が
、

今
後
も
地
域
の
皆
様
方
の
ご

期
待
に
こ
た
え
ら
れ
ま
す
よ

う
、
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て

一
層
の
努
力
を
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
本
年
度
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

春
は
出
会
い
と
別
れ
の
季

節
で
す
。
長
き
に
渡
り
、
神

崎
高
校
を
支
え
て
こ
ら
れ
た

先
生
方
と
も
、
こ
の
春
お
別

れ
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。 こ

の
春
の
人
事
異
動
に
よ

り
、
本
校
よ
り
転
出
さ
れ
た

先
生
方
を
紹
介
し
ま
す
。 

北
峯
照
之
校
長
先
生
（
龍

野
高
校
）
、
正
田
美
智
子
事
務

長
（
龍
野
北
高
校
）
、
柴
田
英

俊
先
生
（
姫
路
北
高
校
）
、
小

林
雄
一
先
生
（
姫
路
別
所
高

校
）
、
折
橋
奈
保
子
先
生
（
姫

路
飾
西
高
校
）
、
須
谷
哲
章
先

生
（
松
陽
高
校
）
、
髙
橋
拓
夢

先
生
（
立
命
館
宇
治
高
校
）
、

大
和
真
也
先
生
（
夢
前
高
校
、

相
生
産
業
高
校
）
、
原
田
奈
奈

先
生
（
姫
路
東
高
校
）
、
ま
た

事
務
の
西
川
ち
な
み
さ
ん

（
姫
路
南
高
校
）
、
木
下
真
央

さ
ん
（
播
磨
農
業
高
校
）
、
以

上
11
名
の
方
々
が
、
本
校
か

ら
新
し
い
勤
務
先
へ
転
出
さ

れ
ま
し
た
。 

次
の
勤
務
先
に
お
い
て

も
、
本
校
で
の
経
験
を
活
か

し
大
い
に
活
躍
さ
れ
る
こ
と

を
祈
念
し
て
い
ま
す
。 

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
・
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
神
崎
高
校
生
と
し

て
、
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
有
意
義
な
高
校
生
活
を

送
ろ
う
と
い
う
強
い
希
望
と

決
意
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

来
賓
の
方
々
か
ら
も
、
新

入
生
へ
の
祝
福
と
激
励
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
、
新

入
生
は
高
校
生
活
へ
の
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

神
崎
高
校
で
の
三
年
間
、

新
入
生
は
様
々
な
経
験
を
し

て
、
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で

い
く
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
社

会
に
必
要
と
さ
れ
る
人
材
と

な
り
、
世
界
に
羽
ば
た
い
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。 

４
月
８
日
（
金
）
、
前
日
の

荒
天
に
も
散
る
こ
と
な
く
、
桜

の
花
が
咲
き
誇
る
中
で
、
本
校

体
育
館
に
て
、
平
成
28
年
度
入

学
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
厳

粛
な
雰
囲
気
の
中
、
入
学
を
許

可
さ
れ
た
の
は
、
神
崎
高
等
学

校
第
42
回
生
79
名
（
男
子
39

名
・
女
子
40
名
）
の
新
入
生
た

ち
で
す
。
新
入
生
た
ち
は
、
緊

張
し
た
面
持
ち
で
、
校
長
先
生

よ
り
本
校
へ
の
入
学
を
許
可

さ
れ
ま
し
た
。 

入
学
許
可
の
後
、
一
年
二
組

田
中
龍
磨
君
が
新
入
生
代
表

の
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。 


